






















































































































































































































は， 不当とする理由を明記して本会編集委員長あてに異議申し立てをすることができる。
なお原稿は原則として返却しない。
なお原稿種別による査読基準は以下表の通りである。

原著論文l 研究報告 技術・実践報告 総 説噴料・その他
独 創 性 ゜ ゜ ゜ I 
萌 芽 性I ゜ ! ゜ I 
発 展 性 I I ゜ i ゜ I ゜ I 
技 術 的 有 用 性 I I 

゜ ゜ I 
技術的価値性・有用性 I ゜ ! ゜ ゜ I 
信 頼 性 ゜ I I ゜ [ 
完 成 度 ゜ ！ I I 

〔凡例〕〇：評価の対象とする， 空欄：評価するが過度に重視しない。

6. 原稿の校正
校正にあたり，初校は著者が， 2校以後は著者校正に基づいて編集委員会が行う。
なお校正の際の加筆は一切認めない。

7. 原稿掲載料・別刷料
原稿が刷り上がりで，12頁 以下(400字詰原稿用紙 45枚（図表含む）） の場合は， 掲載料は無料

とする。 その制限を超過した場合は， 所定の料金を徴収する。超過料金は， 刷り上がり超過分1
つき実費とする。

図表は， A4判用紙にトレ ー スした原図を添える事。印刷業者でトレ ー スが必要になった時は
その実費を徴収する。

別刷については，あらかじめ 著者より申し受けて有料で印刷する。料金は，30円X刷り上がり
頁数x部数(50;部を単位とする）。ただし本会より執筆を依頼したものについてはこの限りでは
ない。

8. 著作権
会員の権利保護のために， 掲載された原稿の版権は本会に属するものとする。他者の版権に帰

属する資料を引用するときは， 著者がその許可申請手続きを行なう。

9. 原稿執筆要項
別に定める。

この規定は，昭和59年12月 1日より発効する。

付 則
1)平成5 年7 月30日 一部改正実施する。
2 )平成9 年7 月 24日 一 部改正実施する。

3 )平成12年4月 2 2日 一 部改正実施する。
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原 稿 執 筆 要 項

1. 原稿の書き方

原稿は簡潔でわかりやすいように重点を強調して記述すること。 書籍・雑誌などの図， 表を引

用するときには必ず出典を明記すること。

1)所定の表紙（学会誌最終頁に綴じ込まれているものをA4判に拡大コピ ー して使用） に， 原

稿の種類， 和•英(JAMAの書式） の論文題名， およびキ ー ワ ー ド( 5 語以内）著者氏名，

所属団体・部署とその英訳， 原稿枚数， 別 刷部数を明記する。

2)本文は原則としてワ ー ドプロセッサなどによる機械仕上げとし， 書式はA4判の用紙に文 字

数800字(40字詰め20行）， 左右余白30mm, 上下余白50mmとする。 本文には必ず中央下にペ ー

ジ数（本文のみ） を記すこと。
3)英文抄録は200語以内A4判の用紙にダプルスペ ー スで印字する（原著論文， 研究報告のみ）。

4)和文抄録は400字以内とする。

5)図表は一つずつA4用紙に配置し， それぞれに通し番号を付して図1 , 表1などとする。

6)図表は， 白紙または青色の方眼紙に， 黒インクで仕上り寸法の約1.5倍の大きさに描く。 提出

された原 図はそのままオフセット印刷する。

7)図表は， 原稿本文とは別にまとめて巻末に添える事。 図表を原稿に挿入する箇所は， 原稿の

右側余白に図表番号を朱書きする。

8)文献は， 本文の引用箇所の肩に1), 2)のように番号で示し， 本文原稿の最後に一 括して
引用番号順に整理して記載する。 文献著者が3名以上の場合は筆頭者 2名のみをあげ， 00

他とする。 文献の記載方法は以下の通りである。

①雑誌の場合：

番号）著者名：表題， 雑誌名， 巻（号）， 始ペ ー ジ ー 終ペ ー ジ， 発行年（西暦）
一 例 一

1 )日本太郎， 看護花子， 他：社会的支援が必要なハイリスク状態にある高齢入院患者の特徴， 日本看護
研究学会雑誌， 2(1), 32-38, 1998 

2 )  Nihon, T. Kango, H. et al.: Characteristics of elderly inpatients at high risk of need
ing supportive social service, J. Nursing, 2(1), 32-38, 1998 

②書籍の場合：

番号）著者名：書名， 引用箇所の始ペ ー ジ ー 終ペ ー ジ， 出版社， 出版地， 発行年（西暦）
一 例 一

3 )研究太郎：看護基礎科学入門， 23る2, 研究学会出版， 大阪， 1995

③編集者の場合：

番号）著者名：表題， 編集者名（編）：書名， 始ペ ー ジ ー 終ペ ー ジ， 出版社， 出版地， 発

行年（西暦）
一 例 一

4 )研究花子：不眠の看護， 日本太郎， 看護花子（編） ：臨床看護学II, 123-146, 研究学会出版， 東京，
1998 

5 )  Kimura, H. : An approach to the study of pressure sore, In : Suzuki, H., et al. (Eds) : 
Clinical Nursing Intervention, 236-265, Nihon Academic Press, New York, 1996 
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なお， 雑誌略名は邦文誌では医学中央雑誌， 欧文誌では， INDEXMEDICU Sおよび

INTERNATIONAL NURSING INDEXに従うものとする。

9)用 字・用語は， 現代かなづかいとする。アラビア数字を使い， SI単位系Cm, kg, S, Aな

ど）を用いる。

2. 原稿用紙および原稿の長さ

所定の原稿用紙2枚が刷り上がり1ページに相当する。刷り上がりが下記のページ数を超過しな

いように配慮すること。ただし， 表題， 図表等の 一切を含むものとする。

(1) 原著論文 1 2ページ

(2) 研究報告 1 2ページ

(3) 技術・実践報告 8ページ

(4)総 説 8ページ

3. フロッピ ー ディスク

原則として， 原稿のフロッピ ー ディスクを添付する。3.5インチフロッピ ーでMS-DOS上のテキ

ストファイルが望ましい。 ラベルには著者， 表題， 使用機種， 使用ソフトウェアを明記すること。

この規定は， 昭和59年12月 1 日より発効する。

付 則

1)平成5年7月30日 一部改正実施する。

2)平成 9 年7月24日 一部改正実施する。

3)平成10年7月30日 一部改正実施する。

4)平成12年 4 月22日 一部改正実施する。
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編 集 後 記

任期を終了するにあたり， 編集委員を代表して， まずはこの3年間の会員の皆様， 特に

皆様の御協力に対し， 厚くお礼申し上げます。

の

学会誌の編集にかかわっておりますと， 昨今の看護研究あるいは会員の皆様の動向やその背景に

ある状況をつぶさにみることができます。 平成10年度からの3年間は， 大学， 大学院の増加に関連

して， 投稿論文数が大幅に増加しました。 論文内容がより専門的に分化し興味深い知見が示される

反面， その完成度には， ばらつきがみられたり， その学問分野それぞれにおける論文に対する評価

基準のちがいがクロ ー ズアップされるような結果にもなりました。

このような事情をふまえ， 編集委員会では， 従来原著論文を中心に掲載してきた当学会誌の姿勢

を保ち続けることが， 会員の本来求めていることだろうかという議論を度々くりかえし， いくつか

の修正案を示してきたわけです。

この3年間は， このような改善をすすめる過渡期であり， また委員長の力不足による不手際もあっ

て， 多くの御指摘やお叱りをいただきましたが， 投稿規程の変更や査読者決定方法の見直し，

会構成員の変更などの新しいシステムを不十分ながらもスタ ー トさせることができました。 これら

が少しでも会員の皆様の求める学会誌作りに貢献できることを顧 っております。

新委員会がすでにスタ ー トしておりますが， 検討を要する問題はまだ多く残されております。 今

後とも会員の皆様の暖かい御支援と御協力をお顧い申し上げます。

最後に， 積極的かつ建設的に活動していただいた旧編集委員の皆様， 学会事務局の皆様に深謝致

します。

（平成10年度-12年度編集委員長 山口

旧編集委員

委 員 長 山口 （愛知県立看護大学）

副委員長 川島みどり（健和会臨床看護学研究所）

石井 トク（岩手県立大学看護学部）

泉 キヨ子（金沢大学医学部保健学科）

金川 克子（石川県立看護大学）

紙屋 克子（筑波大学社会医学系医科学研究科）

河合千恵子（久留米大学医学部看護学科）

川口 孝泰（兵庫県立看護大学）

近田 敬子（兵庫県立看護大学）

（アイウエオ順）

※24巻2号の編集については， 旧編集委員会が担当しました。
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事 務 局 便 り

l, 平成13年度から会費が下記のとおりとなりました。 未納の方は，お早めにお振込下さいますよ
うご案内申し上げます。

平成12年度会費を納入した方で，「退会」のお申し出のない方には， 引き続き会員として継続
なさるものとして，平成13年度発行雑誌24巻1号からお送りいたしております。

記
会 費 7 , 0 0 0 円 支払い方法 郵便振込
口座番 号 0 0 1 0 0 - 6 - 3 7 1 3 6 加入者名 日本看護研究学会事務局

お振込みの際会員番号を必ずご記入下さい。 会員番号は， 封筒のラベルに明記してあります。
2, 平成12年度の会費未納の方が約400名おります。 平成11年度会費を納入された方で，「退会」の

お申出のない方には，平成12年度発行雑誌である23巻1号から 5号までをすでにお送りしており
ます。 つきましては，平成12年度会費未納の方は，至急お振り込み下さい。 平成13年度も会員を
継続される場合は，平成12年度分に併せて14,000円をお振り込み下さい。

行き違いの節は，お許し下さい。
3, 送付先変更の場合は，会費お振込時の通信欄，又は葉書，FAX (043-221-2332)でお知らせ

下さい。 楷書でお書き頂き，難しい呼び名の場合には，ふりがなを付記して下さい。
4, 下記の方が住所不明です。 ご存じの方は，本人，又は事務局までご連絡をお願いいたします。

こ ー 270児玉有子 た ー 394田口末利子 て 一033鐵井千嘉 ひ ー 154樋口香織
ひ ー160平賀恵子 ふ ー 102福山由美子 ま ー 124松宮良子 ま ー 171増田安代
わ ー 105和田昭子

5' 無記名の払い込み票について
平成13年2月14日付けで，取り扱い局 大津大石郵便局から，7,000円の振込がありましたが，

無記名のため整理できません。 お心あたりの方は，至悠お申し出下さい。
お振込の際必ず住所，氏名，会員番号をご記入下さるよう，重ねてお顧いいたします。

事務所の開所曜日と開所時間の変更について
平成13年4月］日より下記のように変更になりますので， ご注意下さい。

尚， 下記開所日時以外のお問い合わせにつきましては，留守番屯話， 又は，FAXにてお願いいたします。

編集委員
委 員 長
副委員長
委 員

記
開所曜日 月・火• 木・金曜日 屯 話 043-221-2331
開所時間 9 : 00-15: 00 F A X  043-221-233 2 

日本看護研究学会雑誌

第2 4巻 2号

平成13年5月20日 印刷
平成13年6月20日 発行

発行所 日本看護研究学 会
内布 敦子（理 事）兵庫県立看護大学 〒260-0856千菜市中央区亥鼻1-2-10
玄田 公子（理 事）神戸市看護大学 婆 043-221-23 3 1  
深井喜代子（理 事）岡山大学医学部保健学科 FAX 043-221-23 3 2
東 玲子（評議員）山口大学医学部保健学科 発 行

村 佐和子責任者 JII 
成田 伸（評議員）広島大学医学部保健学科
平河 勝美（評議員）神戸市看護大学 印刷所 （株） 正 文 社
川口 孝泰（会員）兵庫県立看護大学 〒260-0001 千菓市中央区都町1-10-6
横手 芳恵（会員）岡山県立大学保健福祉学部看護学科 苺 0 43-23 3-223 5 
若村 智子（会員）兵庫県立看護大学 FAX 0 43-23 1-556 2  

（アイウエオ順）
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日本看護研究学会 投稿原稿表紙

原稿種別 1. (a. カテゴリ ー I, b. カテゴリ ー II'C. カテゴリ ー III) 2. 研究報告
（番号に0) 3. 技術・実践報告 4. 総 説 5. 資料• その他( ） 

原稿送付年月日 1 I 年 月 日

和 文 題 目

英 文 題 目

キ ー ワ ー ド(5語以内， 日本語／英語）

1. ／ 2. ／ 3. ／
4. ／ 5. ／

原 稿 枚 数

本文： 枚 図： 枚 表： 枚 写真： 点

著 者

氏 名（日本語／ロ ー マ字） 所 属（日本語／英語）

連絡先住所 ・ 氏名

住所：〒
氏名：
Tel: Fax: E-mail :

別刷希望部数

部

＊受付年月日： 年 月 日



voL.12 
編集 「臨床看護研究の進歩」編集室

つ
12冊目となる本書にはREVI

10篇， Nursing Report7篇， 山田 .J ', →, 

ジウム（がん看護） 3篇を掲載。 さらに
SELECTION in 2000を付した。 さまざまな研究
のあり方を学ぶことができる。

直が12

● 85 頁212 2001年
定価（本体3,600円＋税）送料実費
[ISBN4-260-33 l 35-3] 

VOL. 2 1990年発行定価（本体2,800円＋税）
[ISBN4-260-34028-XJ 

VOL. 3 1991年発行定価（本体3,500円＋税）
[ISBN4-260-34046-8] 

VOL. 4 1992年発行定価（本体3,500円＋税）
[ISBN4-260-34084-0J 

VOL. 5 1993年発行定価（本体3,500円＋税）
[ISBN4-260-34 l 20-0] 

VOL. 6 1994-i平発行定価（本体3,500円＋税）
[ISBN4-260-34 1 71-5] 

VOL. 7 1995年発行定価（本体3,600円＋税）
[ISBN4-260-3421 1-8] 

VOL. 8 1996年発行定価（本体3,600円＋税）
[ISBN4-260-34258-4] 

VOL. 9 1998年発行定価（本体3,600円＋税）
[ISBN4-260-34302-5] 

VOL.10 1998年発行定価（本体3,600円＋税）
[ISBN4-260-34349-1 J 

VOL.11 2000年発行定価（本体3,600円＋税）
[ISBN4-260-33067-5] 

817-5657 FAX 03-3815-7804 
in.co.jp 振替00170-9-96693




